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第
三
遺
跡
の
特
徴
と
し
て
は
、
石
鏃
（
せ
き

ぞ
く
）
お
よ
び
そ
の
剥
片
（
は
く
へ
ん
）
が
出

土
し
て
お
り
、
石
鏃
製
作
跡
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
石
鏃
と
は
、
先
が
尖
っ
て
お
り
弓
矢
や
槍
の

先
に
つ
け
る
よ
う
な
、
加
工
さ
れ
た
石
の
こ
と

を
指
し
ま
す
。
第
三
遺
跡
で
は
地
表
面
で
採
取

さ
れ
た
製
品
も
あ
わ
せ
て
、
せ
ま
い
範
囲
で
十

一
点
の
石
鏃
と
九
〇
点
余
り
の
未
完
成
品
や
石

を
加
工
し
た
と
き
に
出
る
剥
片
な
ど
が
出
土
し

ま
し
た
。
石
鏃
の
材
料
と
な
っ
た
石
は
一
種
類

で
は
な
く
、
チ
ャ
ー
ト
や
石
英
、
沖
縄
に
は
な

い
黒
曜
石
で
で
き
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
発
掘
調
査
で
見
つ
か
っ
た
こ
の
よ
う
な
資
料

か
ら
、
第
三
遺
跡
は
石
鏃
を
製
作
し
て
い
た
場

所
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

そ
の
背
後
に
位
置
す
る
第
四
遺
跡
が
そ
の
時
代

の
人
々
が
生
活
し
て
い
た
集
落
跡
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
真
志
喜
大
川
原
遺
跡
は
区
画
整
理
事
業
に
伴

う
工
事
で
消
滅
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
発
掘

調
査
を
行
い
、
ど
の
よ
う
な
遺
跡
で
あ
っ
た
か

記
録
さ
れ
る
こ
と
で
宜
野
湾
市
の
歴
史
を
知
る

た
め
の
手
が
か
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
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は
じ
め
に

　
市
民
の
み
な
さ
ん
、
今
回
は
過
去
に
発
掘
調

査
を
お
こ
な
っ
た
真
志
喜
大
川
原
遺
跡
（
ま
し

き
う
っ
か
ー
ば
る
い
せ
き
）
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。
真
志
喜
大
川
原
遺
跡
は
遺
跡
を
発
見
し

た
順
に
第
一
、
第
二
、
第
三
、
第
四
遺
跡
と
名

前
が
つ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
特
徴
的

な
遺
物
が
出
土
し
た
第
三
遺
跡
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

遺
跡
の
内
容

　
真
志
喜
大
川
原
第
三
遺
跡
は
、
宜
野
湾
市
真

志
喜
の
標
高
一
八
〜
一
九
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
台

地
に
位
置
す
る
貝
塚
時
代
中
期
頃
（
約
二
五
〇

〇
年
前
）
の
遺
跡
で
す
。
東
側
に
は
貝
塚
時
代

前
・
中
期
（
約
三
〇
〇
〇
年
前
〜
二
五
〇
〇
百

年
前
）
の
集
落
跡
で
あ
る
真
志
喜
大
川
原
第
四

遺
跡
が
在
り
ま
す
。

我
如
古
の
シ
ン
ボ
ル

　我
如
古
ヒ
ラ
マ
ー
チ
ャ
ー
（
平
松
）

　
左
上
の
写
真
は
、
か
つ
て
我
如
古
ヒ
ラ
マ
ー

チ
ャ
ー
（
平
松
）
の
あ
っ
た
場
所
の
現
在
の
様

子
で
す
。
樹
齢
三
百
年
と
伝
わ
る
我
如
古
平
松

は
横
に
大
き
く
枝
を
の
ば
し
立
派
な
松
の
木
で

あ
っ
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
戦
前
、
こ
の
平

松
の
下
は
広
い
ア
シ
ビ
ナ
ー
（
遊
び
庭
）
が
あ

り
、
旧
暦
三
月
三
日
に
は
サ
ン
グ
ヮ
チ
ャ
ー
行

事
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
左
の
「
我
如
古
ヒ
ラ
マ
ー
チ
ャ
ー
」
の
写
真

を
み
る
と
、
幹
の
側
に
あ
る
標
柱
に
は
「
懸
内

傘
松
中
最
も
美
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。
松
の
幹
は
大
人
五
〜
六
人
で
抱
え
る

ほ
ど
の
太
さ
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
我

如
古
ヒ
ラ
マ
ー
チ
ャ
ー
近
く
の
道
は
、
琉
球
処

分
後
に
第
２
代
県
令
に
就
任
し
た
上
杉
茂
憲
が

沖
縄
本
島
の
村
落
を
巡
回
視
察
す
る
際
に
通
っ

た
こ
と
で
も
有
名
で
す
。

　
1
9
6
4
（
昭
和
39

）
年
に
こ
の
平
松
は
沖

縄
戦
で
な
く
な
り
、
戦
後
、
２
代
目
の
松
が
旧

公
民
館
横
の
広
場
に
植
樹
さ
れ
、
1
9
8
7

（
昭
和
62

）
年
に
は
現
在
の
公
民
館
に
移
さ
れ

ま
し
た
。

平
松
の
側
に
は

　
　
我
如
古
平
松
や
　
枝
持
ち
ぬ
美
し
さ

　
　
我
如
古
美
童
ぬ
　
身
持
ち
清
ら
か
さ

と
い
う
平
松
の
美
し
さ
を
称
え
る
歌
詞
が
刻
ま

れ
た
石
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

　
宜
野
湾
の
南
口
の
玄
関
口
に
あ
っ
た
我
如
古

ヒ
ラ
マ
ー
チ
ャ
ー
（
平
松
）
の
姿
は
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
我
如
古
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
人
々
の
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
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お茶を飲みながら、

ぎのわんの歴史を

のぞいてみませんか？

181

▲我如古ヒラマーチャー（平松）のあった場所。枝は大きく伸び

31～33メートルはあったといいます。2019年（平成31）年4月

▲我如古ヒラマーチャー（平松）1930　　　　　

昭和5年頃『写真集ぎのわん』より

▲二代目平松　2019（平成31）年4月

の

〔其の43〕

▲真志喜大川原第一、二、三、

　四遺跡から出土した石鏃

う
え
す
ぎ  

も
ち
の
り


